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はじめに 

 局在型表面プラズモン (Localized Surface 

Plasmon Resonance: LSPR)は，金属ナノ微粒子(Nano 

Particles: NPs)の大きさや形状によって共鳴ピーク

波長を制御できる. 我々は金属基板上に 2 次元積

層した Ag-NPs アレイ構造がプラズモニックカラ

ーの制御に利用できることを示した 1)．さらに熱

処理によりランダムな金属ナノ構造を鏡面基板上

に形成した場合でも同様の効果があることを示し

た 2)．このランダム構造を用いて，LSPR に起因す

る透過スペクトルを制御できたので報告する． 

実験 

 Al2O3基板上に Ag を高真空抵抗加熱蒸着し，電

気炉で加熱することによって Ag ランダム NPs 構

造を作製した．初期膜厚を 10 nm, 15 nm, 20 nm，

加熱温度を 200℃，300℃，400℃とし，20 分加熱

した．分光光度計によりそれらの透過スペクトル

を 測 定 し ， 原 子 間 力 顕 微 鏡 (Atomic Force 

Microscope: AFM)により表面形状を観測した． 

結果と考察 

 加熱温度を 300 ℃で 20 分とし，初期膜厚を 10 

nm，15 nm，20 nm としたときの AFM 像と透過ス

ペクトルを Fig. 1 に示した．初期膜厚を厚くする

につれて形成される NPs の粒が大きくなり，共鳴

ピークの波長が長波長側にシフトするのが見られ

た．また，粒子径と共鳴スペクトルは熱処理の温

度によっても変わり，NPs の作製条件によって透

過特性を制御することに成功した．しかしこの構

造ではスペクトルがブロードであるために，透過

光の調整には適していない．そこで Ag Nano-

Hemisphere on Mirror (NHoM)構造による制御を試

みた．Fiｇ. 2 に NHoM 構造と，有限差分時間領域

(Finite-difference time-domein method:FDTD)計算に

より算出した透過スペクトルと，色度計算で得ら

れた色変化を示した．NHoM 構造を用いることに

より，NPs の粒径を変えることなく，SiO2層と Ag

層の厚みを変えるだけで、透過スペクトルのフレ

キシブルな制御が可能になることがわかった．実

際のNHoM構造の作製とそれによる透過光制御に

ついては現在進行中であり，当日詳しく議論する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 Transmittance spectra, AFM images and 

transmission colors of Ag NPs formed with various 

temperature. 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 2 Transmission spectra and color variation 

calculated by FDTD method with various thickness of 

the dielectric layer (s) and Ag layer (d). 
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